
















































12	 2014年度 就活スタ トー 
はばたけ社会へ！ 就職活動出発式























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ら挑んだ槇氏の偉業の真髄は、入念で綿密な校訂作業や、 『医心方』の全体を長年にわたり精査した上での平明で流暢な現代語訳にあり、 「前人未到の画期的業績」という惹句も、決して誇張 はありません。　
そもそも『医心方』は、現代医学


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「風の谷のナウシカ」の中の「レクイエム」という曲が聴きたいというので、ユーチューブで検索しました。出てきた音楽の頭の部分を聴いて、あれと思 ました。 「これは違う音楽だよ。ヘンデルっていう人 作った『サラバンド』っていう曲だよ」と私が言うと、カミさんが「いや、これこれ」 。 「いやいや、これはヘンデル」 。で、しばらく聴いているといつのまにか「ナウシカ」のメロディになっている。 「サラバンド」は有名な曲で、いろいろな映画にも使われています





























見たとき、このままでは人間性が失われてしまうということをコメディに仕立てていることに刺激を受けた。だからトコンベアのシーンを作ったん す」と主張しました。それを聞いて、ルネ・クレールは「チャップリンが私の作品に刺激を受け、 『モダン・タイムス』という傑作が生まれたなら光栄です」 発表し二人の間では和解が成立しまし 。落
語でも同じようなことがあります。談志師匠の独自のギャグを、その
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とい一同に披露しようというもの。 「各宗派の特徴を皆様に見て感じて頂きたい」との学生 思いで開催されました。各宗派から先生・学生が様々な装束に身を包み会場に現れると、参加者からは多大な拍手が。その艶やかな姿のまま法要は執り行われ、折しも黄葉真っ盛り 銀杏並木をバックにした華麗な装束の共演が、多くの参加者を魅了 ました。　
乳粥、お茶、大根炊きといった温かいお
もてなしの心に加え、見て楽しいという心遣いをも加える学生らしい発想。恒例行事に新たなイベントの誕 となりました。
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仏教・歴史・表現文化の三学科が置かれ
ている三号館が、日本デザイン振興会主催の2012年度グッドデザイン賞を受賞。　
高度経済成長に向かう1957年に通商
産業省主催の「グッドデザイン商品選定制度（通称
Gマーク制度） 」としてスタート
したこの賞は、日本の産業界で最も権威と伝統のある賞のひとつであり、本学が受賞したのは今回が初めてです。　
細部にまで本学の教育理念を反映し設計
されたこの三号館を、 「モダンでありながら仏教大学らしい品格を醸し出している。（中略）連続的で開放的な閲覧室が実現されており、学生はお互いに刺激し合いながら学んでいくことであろう」と審査委員は
評価してくださいました。　
デザインだけではなく、 サステナブル （持
続可能）社会の実現の視点からもグッドデザイン賞は選考されており、その意味でもこの受賞には意義があります。　
TSR（大正大学の社会的責任）を通じ
地域・社会との連携を推し進め いる本学。この三号館も例外ではなく、
1階には地域
連携を担う鴨台プロジェクトセンターがあり、今年度からオー ンカレッジの開催会場にも。春には庚申塚通りからのアプローチも開通し、
5月竣工の「すがも鴨台観音
堂」と合わせ 三号館が地域コミュニケーションの場として機能することをも視野に入れ、さらに整備を進めています。
タイルが層をなす外壁は、横に積まれた書物、
あるいは地層ならぬ「知層」を表現している
（上）意外ならせん階段が和み
の空間に（下）1階ホールの階
段天井。その上が階段教室
各学科専攻の「閲覧室」も、書架と
ガラスパーティションを組み合わせ
ることでモダンな空間に
和のたたず いを見せる三号館夜景
創立90周年記念事業の一環として
昨春竣工した「キャンパスの顔」が、
日本を代表する建築の仲間入り。
ＴＳＲを推し進める本学の
シンボルへの高評価が改革整備の弾みに！
「鴨台」では、みなさまからのお
便りを募集しております。本誌
に関するご意見・ご感想・大正
大学の思い出など、いろいろと
お聞かせください。
〒170-8470　東京都豊島区 
西巣鴨3−20−1 
大正大学 企画調整課 「鴨台」係
kouhou@mail.tais.ac.jp
投稿募集
